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はじめに

 痛風関節炎に対して関節超音波検査は、関節周
囲の炎症所見を観察することが可能であるだけで
なく、関節内尿酸塩結晶の沈着を診断することが
可能である

 経時的に関節内尿酸塩結晶沈着を観察すること
により安定期における治療効果判定にも有用で
あると考えられる



方法

 超音波診断システムは東芝メディカルシステムズ
株式会社製の に周波数 の高周波
プローブを実装したものを使用している



図 　母趾 関節超音波検査（前面長軸・短軸）
膝立て足裏を接地し、 関節上方・正中から長軸にあて長軸のまま モードにてプローブ可動
範囲を観察する。同様に短軸で同部位を観察する。



図 　母趾 関節超音波検査（側面長軸・短軸）

膝を倒して足裏が見える位置で 関節を側面から長軸・短軸の順で モードで観察する。長軸
のときにパワードプラ観察を行う。



図 　母趾 関節超音波検査（足裏長軸・短軸）
足裏方向から 関節の長軸および短軸方向を モードで観察する。



図 母趾 関節超音波検査（膝伸展にて前面、側面、足裏を観察）



急性痛風関節炎の観察

 関節超音波検査（ モード）で滑膜増殖と滑液貯
留を観察することができる。さらに組織内の血流
を検出するパワードプラーでは増殖した滑膜内の
血流を観察することができる。

 靭帯、腱およびその付着部、滑液包も同様に観察
することができ、高エコーの尿酸塩結晶沈着を描
出することが可能である。



図 　急性痛風関節炎

左図パワードプラーにて血流シグナルを伴う滑膜増殖を認める

右図関節液貯留と尿酸塩結晶沈着による不均一な結節像を認める　



関節内尿酸塩結晶の観察

 関節超音波検査（ モード）では、尿酸塩結晶の関
節滑膜をはじめとする軟部組織への沈着を描出
することができる。尿酸塩結晶の沈着は、高ない
し等エコーレベルの粒状あるいは結節像として描
出される。



図 　尿酸塩結晶沈着による結節像（下向き矢印）と骨びらん（上向き矢印）



 関節軟骨の表面の関節滑膜に層状に沈着した尿
酸塩結晶は、関節軟骨の低エコー域を挟んで高
ないし等エコーレベルの不整な線状エコー像とし
て描出され、 と呼ばれてい
る。

 は、尿酸塩結晶の沈着とし
て特異的に認められる所見である。



図 　



偽痛風

図 　骨表面に を認める



微小骨びらんの観察

 同一部位に痛風関節炎を繰り返した症例では、
骨びらんを形成することがあり、痛風関節炎消失
後も慢性疼痛を惹起することがある。単純レント
ゲン撮影では描出困難な微小骨びらんを関節超
音波検査にて観察することが可能である。



図 　微小骨びらん



靭帯や腱に付着した尿酸塩結晶の観察

 靭帯、腱およびその付着部、滑液包も同様に観察
することができ、高エコーの尿酸塩結晶沈着を描
出することが可能である

 アキレス腱に痛風発作を起こすことをときに経験
するが、アキレス腱に沿って尿酸塩結晶の析出を
疑う を観察することもできる



図 　アキレス腱尿酸塩結晶沈着像



長期経過観察

 らは、 例の痛風患者で治療開始後 ヶ月お
きに関節液中の尿酸塩結晶を評価したところ、全例
において膝、 関節の尿酸塩結晶は消失したが、消
失までの期間は ～ ヶ月と幅広く、痛風の罹患期間
と相関していることを報告した

 らは 例の痛風患者を関節超音波検査にて経
時的に観察したところ、全例において観察開始時に

が認められたが、血清尿酸値
以下を維持した 例においては ～ ヶ月の観

察期間中に の消失を認めたと
報告している



図 　 の縮小
左図治療開始時と比較して右図尿酸コントロール ヶ月後では、 の縮小
を認めた



図 　 の消失
左図治療開始時と比較して右図尿酸コントロール ヶ月後では、 の消失
を認めた



図 　尿酸塩結晶沈着による結節像の消失
左図治療開始時と比較して右図尿酸コントロール ヶ月では結節像の消失を認めた



図 　尿酸塩結晶沈着による結節像の消失
左図治療開始時と比較して右図尿酸コントロール ヶ月では結節像の消失を認めた



フェブリク使用実績

 平成26年1月6日～2月25日
間のフェブリク投与例は340
例

 10mg投与例は、80例（維持
例は、61例）

 20mg投与例は、131例

 30mg投与例は、18例

 40mg投与例は、90例

 60mg投与例は、13例

 ベンズブロマロン併用例8例



他剤よりの変更する際のフェブリク投与量の目安

 ベンズブロマロン フェブリク

 ベンズブロマロン フェブリク

 ベンズブロマロン フェブリク

 アロプリノール フェブリク ～

 アロプリノール フェブリク ～

 アロプリノール フェブリク ～


